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2広報せきかわ　2010・３月号 

　４月から小・中学生一緒のバス通学が開始されます。児童・生徒は、
役場前でバスを降りた後、徒歩で集団登校を行います。 
（２月10日の路線バス試験乗車のようす） 

　
村
内
五
つ
の
小
学
校
の
統
合
に
伴
う
「
関
川
小
学
校
」
が
、
ま
も

な
く
開
校
さ
れ
ま
す
。 

　
開
校
後
に
児
童
が
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
学
校
間
の
児
童
の
交
流
を
は
じ
め
、
各
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

会
主
催
で
保
護
者
間
の
親
睦
を
図
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
に
は
村
内
の
全
児
童
と
村

民
対
象
の
新
校
舎
見
学
会
、
二
月
に
は
路
線
バ
ス
の
試
験
乗
車
も
行

わ
れ
、
四
月
の
開
校
に
備
え
て
い
ま
す
。 

　
統
合
に
伴
う
各
校
の
閉
校
式
は
、
三
月
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
。
そ
し

て
、
四
月
七
日
に
関
川
小
学
校
の
開
校
式
を
迎
え
ま
す
。 

ゆたかな心 
・相手に思いやりをもって接する子
　ども 

・感謝の気持ちを素直にあらわすこ
　とのできる子ども 

・ふるさと関川村の自然を愛し、誇
　りをもつ子ども 

たくましい体 
・友だちと元気に遊ぶ子ども 

・規則正しい生活をし、運動に親し
　む子ども 

・めあてをもち、粘り強く取り組み、
　自らを高めようとする子ども 

すすんで学ぶ子 
・自分の思いや考えを伝えることの
　できる子ども 

・基礎、基本の学力を身につけた子
　ども 

・学んだことを生かし、自ら問題を
　解決しようとする子ども 

― これからの予定 ― 
３/６（土）安角小学校閉校式 
３/７（日）土沢小学校閉校式 
３/13（土）川北小学校閉校式 
３/14（日）女川小学校閉校式 
３/19（金）各小学校卒業式 
３/23（火）小学校全児童交流事業（決意式） 
３/23（火）～25（木）各小学校からの引越作業 
４/７（水）関川小学校開校式・始業式 
４/８（木）関川小学校入学式 

関川小学校の 
目標とする子ども像 
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関
川
小
学
校
の
開
校
に
伴
い
、

通
学
距
離
が
遠
距
離
と
な
る
児
童

に
つ
い
て
は
、
現
在
運
行
し
て
い

る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
路
線
バ
ス
で

通
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
バ
ス
通
学
は
、
小
学
生
の
場
合

は
下
関
と
上
関
（
本
村
）
集
落
以

外
の
児
童
、
中
学
生
の
場
合
は
現 

・
関
小
学
校
区
以
外
の
生
徒
が
対

象
で
、
村
か
ら
定
期
券
を
配
布
す

る
予
定
で
す
。 

　
通
学
で
使
用
す
る
予
定
の
路
線

バ
ス
は
全
五
路
線
で
、
九
ケ
谷
方

面
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
運
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

路
線
バ
ス
で
乗
車
人
数
が
多
く
な

る
路
線
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
同
時
に
運
行
し
て
補
完
す

る
予
定
で
す
。
乗
車
場
所
は
各
戸

の
最
寄
り
の
バ
ス
停
留
所
で
、
役

場
前
で
降
車
し
た
後
は
、
小
学
校

ま
で
集
団
で
徒
歩
通
学
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。 

小
・
中
学
生
一
緒
の 

　
　
路
線
バ
ス
通
学 

学
校
給
食
で
は 

　
地
産
地
消
を
促
進 

開
校
後
の 

全
校
児
童
数
は 

　
給
食
は
、
こ
れ
ま
で
の
関
谷
・

女
川
地
区
共
同
調
理
場
が
ひ
と
つ

に
統
合
さ
れ
、
関
川
小
学
校
校
舎

内
の
給
食
室
で
調
理
さ
れ
ま
す
。 

　
献
立
は
、
週
に
米
食
が
四
回
で
、

米
粉
麺
を
含
む
麺
食
が
〇
・
五
回
、

米
粉
パ
ン
を
含
む
パ
ン
食
が
〇
・

五
回
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
地
産

地
消
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
米
は
村
内
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
一
〇
〇
％
使
用
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
野
菜
を
は
じ
め
他
の
食

材
に
つ
い
て
も
、
地
元
産
の
も
の

を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
二
年
度
の
関
川
小
学

校
の
全
校
児
童
数
は
、
二
百
八
十

七
人
で
十
四
ク
ラ
ス
の
予
定
で
す
。 

287人 

　２月10日、青少年育成関川村民会議（伝信男会長）の
役員と学校関係者合同で、村内各バス停の視察を行い、
バス通学時の子どもたちの安心・安全を考えました。 

　関小学校の給食のようす。関川小学校の給食では、各
階の東側にある給食準備室から各教室に運び入れ、その
後、教室で配膳が行われます。 

　関小学校の児童は、３学期から新校舎で授業を開始。
教室は、広くて明るく学習しやすい環境となっています。 

平成22年度の児童・学級数（予定） 

学
　
年 

児
　
童 

学
　
級 

１
　
年 

44
人 

２ 

２
　
年 

42
人 

２ 

３
　
年 

48
人 

２ 

４
　
年 

52
人 

２ 

５
　
年 

52
人 

２ 

６
　
年 

49
人 

２ 

特
　
別 

－ 

２ 

合
　
計 

287
人 

14



平成20年度の 

村の介護保険状況 
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介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
誰
も
が
安
心
し
て

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
社

会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

　
村
が
保
険
者
と
な
り
、
被
保
険

者
が
納
め
る
保
険
料
（
六
十
五
歳

以
上
の
１
号
保
険
料
と
四
十
歳
か

ら
六
十
四
歳
ま

で
の
２
号
保
険

料
）と
公
費（
税

金
）を
も
と
に
運

用
し
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
化
率
や

要
介
護
認
定
者

の
増
加
で
介
護

保
険
の
給
付
費

は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
最

近
は
、
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス

（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
短
期
入
所

な
ど
）
を
利
用

し
た
く
て
も
満

員
で
利
用
で
き

な
い
と
い
う
状

況
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
の
基
本
理
念
は
、

要
介
護
（
支
援
）
状
態
に
な
っ
て

も
可
能
な
限
り
で
き
る
範
囲
で
、

自
分
ら
し
い
生
活
を
営
む
と
い
う

自
立
支
援
で
す
。 

　
限
り
あ
る
財
源
と
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
に
利
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
関
川
村
の
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
数
の
割
合

は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
末
現
在
で
三
四
・
六
％
―
。 

　
そ
の
う
ち
、
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は
三
百
八
十
八
人
で
高
齢
者
の

う
ち
約
一
六
％
が
認
定
さ
れ
て
い
て
、
年
々
伸
び
て
い
る
高
齢
化
率
に

比
例
し
て
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
中
度
者
（
介
護
度

２
、
３
）
の
方
が
最
も
多
く
、
全
体
の
四
六
・
七
％
を
占
め
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
六
億
四
千
九
百
十
万
円
程
度
。
認
定
者

一
人
あ
た
り
約
百
七
十
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

平成20年度の 

村の介護保険状況 
介護サービス費は６億４千万円超 

�
む
つ
み
荘
で
行
わ
れ
て
い
る
介
護
予
防
事
業 

　
「
フ
ァ
ン
ル
ー
ム
」
の
演
芸
会
の
よ
う
す 

村の認定者数と介護サービス費（村の総額）の推移 

0

1億 

2億 

3億 

4億 

5億 

6億 

（円） 

0

270

300

350

380

（人） 

12
年
度 

13
年
度 

14
年
度 

15
年
度 

16
年
度 

17
年
度 

18
年
度 

19
年
度 

20
年
度 

4億1,485万円 

6億4,914万円 

388人 

272人 

認定者数 

介護サービス費 

～ ～ 

介
護
保

介
護
保
険
の
適
正
利
用

険
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

に
つ
い
て 

介
護
保
険
の
適
正
利
用
に
つ
い
て 
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保険料の納め方は、年金の受給額によって以下の２通りに分かれます。 

特別徴収 
　　老齢（退職）年金、遺族年金、障害年金が、 

　　年額18万円以上 の方　⇒　年金から天引き になります。 
　　老齢福祉年金、寡婦年金などは、対象となりません。 

◆保険料が年金の支払月（年６回）に天引きになります。 

◆年度の途中で特別徴収の対象者として把握されると、おおむね６か月後から保険料が年金

か　ら天引きになります。 

普通徴収 
　　老齢（退職）年金、遺族年金、障害年金が、 

　　年額18万円未満 の方 ⇒ 納付書 あるいは 口座振替 で納めていただきます。 

◆保険料を納期限までに納付してください。 

　納期限は７月から翌年２月までの年８期となっています。 

◆村から通知書と納付書を送付します。 

　関川村役場・村上信用金庫関川支店・にいがた岩船農協関川支店・第四銀行坂町支店・ゆう

　ちょ銀行で納付できます。 

◆便利で確実な口座振替を！ 

　村収納金融機関（村上信用金庫関川支店・にいがた岩船農協関川支店・第 

四銀行坂町支店・ゆうちょ銀行）または関川村役場で手続きができます。 

　手続きの際は、下記のものをお忘れなく！ 

　　　　○保険料の納付書　○通帳　○印かん（通帳印） 

4月 6月 8月 10月 12月 2月 

仮徴収（4月に通知） 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

本徴収（7月に通知） 

本徴収（7月に通知） 

　6月の村民税確定後に介護保険料の年額

を決定します。そのため、4月、6月、8

月は暫定の保険料での徴収となります。

前年度の2月分と同じ保険料額となります。 

　前年の所得をもとに確定した年間保険

料額から、仮徴収分を差し引いた額を3回

で割ります。 

前年の所得をもとに確定した年間保険料額を納期数（８期）で割ります。 

介護保険料の納め方は？ 
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村
で
は
、
近
年
の
資
源
ご
み
の
増
加
や
収
集
の
効
率
化
に
伴
い
、

四
月
一
日
か
ら
、
ご
み
の
収
集
日
を
変
更
し
ま
す
。 

　
今
回
の
主
な
変
更
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
区
割
り
を
三
地
区
か
ら

二
地
区
に
変
更
。
ま
た
、
資
源
ご
み
の
収
集
回
数
を
増
や
す
も
の
で

す
。
村
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

資
源
ご
み
の
収
集
回
数
を
増
便 

カ
レ
ン
ダ
ー
方
式
の 

日
程
表
を
配
布
し
ま
す 

　
三
月
中
旬
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー

方
式
の
収
集
日
程
表
を
、
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。 

4月1日からの収集日程 

地　　区 

可燃ごみ 

不燃ごみ 

新聞・雑誌・ 
その他紙類 

空 ビ ン 

空　　缶 

ペットボトル・ 
発泡スチロール 

鉄くず類 

女川・川北・ 
湯沢・七ケ谷・ 
九ケ谷 

毎週２回 
毎週　月・木曜日 

毎月１回 

毎月２回 

毎月１回 

毎月１回 

毎月２回 

毎月１回 

下関・上関・ 
四ケ字・霧出 

毎週２回 
毎週　火・金曜日 

毎月１回 

毎月２回 

毎月１回 

毎月１回 

毎月２回 

毎月１回 

説明会にご参加ください 
　広報せきかわ２月号でもお知らせしましたが、下記の

日程で事業の概要や光サービスの具体的な内容について、

説明会を開催します。 

　申し込みは不要で、どちらの会場でも参加が可能です。

お誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。 

■日時・会場　3月21日（日） 
　　①村民会館大ホール　　　10時から 
　　②女川地区ふるさと会館　13時から 
　　※説明会はおおよそ１時間程度を予定しています。 

■説明会・仮申込書についての問い合わせ先 

　役場総務課企画財政班　☎６４－１４７６ 

フレッツ光「仮申込書」 
　フレッツ光の「仮申込書」を配布しま

した。 

　整備後にフレッツ光に加入を希望され

る方は、仮申込書にご記入のうえ、各集

落区長さんか隣組長さん、または役場総

務課へご提出ください。 

　また、左記の説明会開催時にも合わせ

て仮申込書の受付を行います。事業の趣

旨をご理解いただき、多くの「仮申込書」

の提出をお待ちしています。 

提出期限：４月５日（月）役場必着 

光ファイバー網の村内全域整備に関する説明会を開催 
― 超高速インターネットの利用が可能に!! ― 
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　２月３日、村内の保育園で節分の豆ま
きが行われました。 
　下関保育園では、自分で書いたオニの
面をかぶり、お家の人と考えてきた心の
中の悪いオニを一人ずつ発表。「オニは
～外、福は～内」と、元気よくオニを追
い出しました。また、悪いオニを追い出
した後はお楽しみ…。豆と一緒にまいた
甘いチョコレートをいただきました。 

オニ退治のあとはお楽しみ 

　
二
月
十
三
日
、
大
石
ダ
ム
湖
畔

県
民
休
養
地
を
会
場
に
「
お
お
い

し
・
ど
も
ん
こ
祭
り
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
祭
り
は
、
雪
遊
び
を
満
喫
し
て

冬
の
魅
力
を
発
見
し
て
も
ら
お
う

と
、
大
石
・
山
と
川
に
親
し
む
会

（
高
橋
八
男
代
表
）
な
ど
の
主
催

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。 

　
今
年
は
積
雪
も
十
分
で
、
祭
り

の
主
役
と
な
る
縦
十

、
横
十

の
「
巨
大
ど
も
ん
こ
」
も
立
派
に

完
成
し
、
村
内
外
か
ら
訪
れ
た
約

四
百
人
の
方
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
祭
り
で
は
、
参
加
者
が
ど
も
ん

こ
づ
く
り
や
懐
か
し
い
竹
ス
キ
ー

を
体
験
。
ま
た
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
で
の
雪
上
滑
走
や
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
を
履
い
て
山
の
達
人
が
案
内
す

る
雪
山
探
索
な
ど
、
雪
な
ら
で
は

の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
夜
は
ロ
ウ
ソ
ク
を
使
っ
た

幻
想
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ

れ
、
訪
れ
た
方
は
雪
国
の
魅
力
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

　
村
上
市
か
ら
家
族
で
訪
れ
て
い

た
二
ノ
瀬
愛
桜
さ
ん
（
五
歳
）
は

「
友
だ
ち
と
そ
り
や
雪
合
戦
を
し

た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
」
と
、
雪
遊
び
に
夢
中
の
よ

う
す
で
し
た
。 

　祭りには、村と交流を深めている国際ボランティア学
生協会（ＩＶＵＳＡ）の大学生30人が参加。前日から巨大
どもんこづくりなどの準備を手伝ってくれました。 

お
待
ち
か
ね
の 

巨
大
ど
も
ん
こ
が
出
現 

今
年
で
五
回
目
「
お
お
い
し
・
ど
も
ん
こ
祭
り
」 
・
・
・
・ 

　
二
月
十
六
日
、
東
北
電
力
㈱
村

上
営
業
所
の
安
藤
裕
所
長
か
ら
村

に
、
蛍
光
街
路
灯
二
十
四
灯
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
街
路
灯
は
、
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
交
通
事
故
や
犯
罪

の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
に
協
力

し
よ
う
と
、
昭
和
四
十
年
か
ら
同

社
が
毎
年
市
町
村
に
贈
っ
て
い
る

も
の
。
安
藤
所
長
は
「
地
域
の
交

通
安
全
や
防
犯
な
ど
、
明
る
く
安

全
な
村
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
、
平
田
大
六
村
長
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
街
路
灯
は
、

通
学
路
灯
な
ど
と
し
て
活
用
す
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

明
る
い 

　
村
づ
く
り
に 

東
北
電
力
㈱
か
ら 

　
　
　
　
街
路
灯
寄
贈 
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キモマノーデ  
気もんで、食べにお越しください―。 

　関川産の食材を使った、スローフード本格イ

タリアン料理の提供が、２月下旬から村内レス

トランで始まりました。 

　メニューの総称は「キモマノーデ」。村観光

協会の新事業で「農業」と「観光」が連携しな

がら新規メニューを開発し、誘客アップと野菜・

肉の生産振興につなげようと昨年６月から取り

組まれてきたものです。 

　メニュー作りは、下関集落出身で、ＩＣＩＦ

（イタリア料理学院）の講師を務める野沢寛夫

さん（イタリア在住）に依頼。メニューの考案

や村内レストランの調理師に料理指導が行われ

てきました。 

　提供される料理は、ラザーニアやスパゲッテ

ィ、鶏モモ肉の詰め物など四品。米粉入りパス

タを使った本格イタリアン「キモマノーデ」を、

ぜひ味わってください。 

◇問い合わせ先　村観光協会　☎64－１４７８ 

�
２
月
２
日
に
は
関
係
者
が
招
か
れ
、 

　
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

村内で味わえる本格イタリアン 
「キモマノーデ」 

○米粉フジッリ・ボロネーゼ（ショートパスタ） 

○米粉ラザーニア（シートパスタ） 

○鶏モモ肉の詰め物 

○トマトソース・スパゲッティ 

※一部のメニューに限られる場合があります。 

キモマノーデ  
K　I　M　O　M　A　N　O　D　E

　
二
月
十
日
、
村
議
会
本
会
議
場

で
「
川
北
小
ミ
ニ
議
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
社
会
科
学
習
の
一
環

で
政
治
と
暮
ら
し
に
つ
い
て
学
ぼ

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
五
・
六

年
生
十
人
が
議
員
と
し
て
出
席
。

ま
た
、
議
事
進
行
は
高
橋
八
男
議

長
、
理
事
者
に
平
田
大
六
村
長
や

佐
藤
忠
良
副
村
長
、
野
沢
専
治
教

育
長
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
開
会
に
際
し
、
平
田
大
六
村
長

は
「
一
般
質
問
で
は
、
皆
さ
ん
が

考
え
て
く
れ
た
貴
重
な
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
」
と
、
召
集
の

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

議
員
の
皆
さ
ん
は
次
々
と
質
問
者

席
に
登
壇
。
統
合
に
伴
う
小
学
校

の
跡
地
利
用
や
新
・
関
川
小
学
校

へ
の
要
望
、
人
口
増
加
策
や
観
光

問
題
、
雇
用
対
策
な
ど
幅
広
い
分

野
に
つ
い
て
、
堂
々
と
大
人
顔
負

け
の
質
問
や
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
や
提
案
に
対
し
て
は
、

平
田
大
六
村
長
が
村
の
現
状
や
取

り
組
み
を
分
か
り
や
す
く
答
弁
。

議
員
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
本
議
会
さ
な
が
ら
の
議
事

進
行
と
な
り
ま
し
た
。 

村の将来について一般質問 

川北小ミニ議会が開会 

村の将来について一般質問 

川北小ミニ議会が開会 

▲答弁を真剣に聞く、川北小議員の皆さん 
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　昨夏の第91回全国高校野球選手権大会

で、県勢初の準優勝に輝いた日本文理高

校バッテリーの伊藤直輝さん（上関）と

若林尚希さん（下関）が２月１日、平田

大六村長を訪れ、２人のサイン入り記念

ボールを贈りました。  

　２人は「たくさんの応援をありがとう

ございました」と、ケースに入れたボー

ルと日本文理高校が準優勝を記念して発

刊した冊子『翔けよ、若獅子』を平田大

六村長に手渡しました。 平田大六村長は、

「両選手は、小さな村を全国的にアピー

ルしてくれました。本当にありがとうご

ざいました」と話していました。 

　
二
月
二
日
、
関
川
中
学
校
で 

「
い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
生
徒
集
会
が
開
か

れ
、
関
川
中
全
校
生
徒
の
ほ
か
、

四
月
に
新
一
年
生
と
な
る
村
内
小

学
六
年
生
児
童
も
参
加
し
、
い
じ

め
問
題
へ
の
意
識
を
高
め
合
い
ま

し
た
。 

　
集
会
で
は
、
書
記
局
と
生
徒
有

志
で
制
作
し
た
、
身
近
に
起
こ
り

そ
う
な
い
じ
め
の
映
画
を
上
映
し

て
問
題
を
提
起
。
そ
れ
を
受
け
て
、

い
じ
め
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
事

前
に
各
学
級
で
考
え
た
解
決
策
の

ポ
イ
ン
ト
を
、
生
徒
が
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
で
分
か
り
や
す
く
表
現
・
発

表
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
中
学
生
か
ら
小
学
生
ま

で
、
九
の
縦
割
り
班
に
分
か
れ
て

グ
ル
ー
プ
協
議
も
実
施
。
い
じ
め

に
つ
い
て
「
ど
う
す

れ
ば
起
こ
ら
な
い
か
」

「
自
分
に
何
が
で
き

る
か
」
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。 

　
長
野
涼
夏
さ
ん 

（
土
沢
小
６
年
・
上

土
沢
）
は
「
集
会
に

参
加
し
て
、
関
川
中

の
取
り
組
み
が
分
か

り
ま
し
た
。
四
月
か

ら
中
学
生
に
な
り
ま

す
が
、
い
じ
め
に
立

ち
向
か
う
強
い
気
持

ち
を
持
と
う
と
思
い

ま
し
た
」
と
、
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

学級ごとに練習を重ねたロールプレイで、 
いじめ対策を実演しました。 

「
い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う
」

「
い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う
」 

　
　
　
関
川
中
生
徒
が
寸
劇
で
解
決
策

　
　
　
関
川
中
生
徒
が
寸
劇
で
解
決
策 

「
い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う
」 

　
　
　
関
川
中
生
徒
が
寸
劇
で
解
決
策 

　
三
月
二
十
日
か
ら
四
月
十
一
日

ま
で
、
新
潟
市
水
族
館
マ
リ
ン
ピ

ア
日
本
海
で
開
催
さ
れ
る
、
春
期

特
別
展
「
新
潟
県
の
希
少
淡
水
魚

保
護
の
現
状
」
で
、
安
角
小
児
童

や
保
護
者
な
ど
で
組
織
し
て
い
る

タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ
（
加
藤
克
徳
代

表
）
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。 

　
タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ
は
、
地
元
に

生
息
す
る
淡
水
魚
で
絶
滅
危
惧
種

指
定
の
「
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
」
を
安

角
小
学
校
の
水
槽
で
生
態
観
察
。

ま
た
、
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
が
生
息
す

る
地
元
の
堤
の
働
き
や
生
物
、
文

化
な
ど
を
、
自
然
に
触
れ
あ
い
な

が
ら
学
習
す
る
集
会
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
ほ
か
、
三
月
二
十
七
日
に

は
、
県
内
で
希
少
淡
水
魚
の
保
護

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
代
表

者
が
集
ま
り
、
保
護
の
現
状
や
問

題
点
、
今
後
の
展
望
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
あ
わ
せ

て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

シナイモツゴに餌をやる安角小学校の児童たち 

マリンピア日本海で 

タランペクラブの活動紹介 

たくさんの応援を 
ありがとうございました 
たくさんの応援を 
ありがとうございました 



10広報せきかわ　2010・３月号 

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

古
く
て
新
し
い
病
気 

　
　
　
「
結
核
」
に
つ
い
て 

① 
県
立
坂
町
病
院
　
内
科
　
近
　
　
　
幸
　
吉 

　結
核
と
は
？ 

　
結
核
は
、
昭
和
二
十
年
代
半
ば

ま
で
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
ト
ッ

プ
で
あ
り
、
国
民
病
と
呼
ば
れ
る

恐
ろ
し
い
病
で
し
た
。
現
在
で
は
、

医
療
と
一
般
の
生
活
水
準
の
向
上

で
、
き
ち
ん
と
し
た
治
療
を
す
れ

ば
完
治
で
き
る
病
気
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
で
も
日
本
で

は
、
一
日
に
九
十
人
新
し
い
患
者

が
発
生
し
て
い
て
、
六
人
が
そ
の

命
を
落
と
す
と
い
う
油
断
で
き
な

い
、
わ
が
国
で
最
大
の
感
染
症
で

す
。
結
核
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
正
し
い
知
識
と
結
核
に
つ
い

て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

　結
核
の
感
染
の
し
か
た 

　
結
核
は
、
患
者
の
体
の
中
の
結

核
菌
が
、
咳
や
く
し
ゃ
み
で
空
気

中
に
飛
び
出
し
、
そ
れ
を
周
囲
の

人
が
肺
の
中
に
吸
い
込
む
こ
と
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。
結
核
菌
は
、

極
め
て
丈
夫
な
細
菌
で
、
乾
燥
に

強
い
性
質
を
持
ち
ま
す
。
そ
の
た

め
、
咳
な
ど
の
し
ぶ
き
（
飛
沫
）

の
周
り
の
水
が
乾
燥
・
蒸
発
し
て
、

中
心
部
だ
け
と
な
っ
た
状
態
（
飛

沫
核
）
で
も
生
き
続
け
ま
す
。  

　
一
旦
、
飛
沫
核
と
な
る
と
、
結

核
菌
は
す
ぐ
に
は
床
や
地
表
に
落

下
せ
ず
、
空
気
中
に
三
十
分
以
上

も
漂
い
、
空
気
の
流
れ
に
乗
っ
て

広
が
り
ま
す
。
空
気
で
広
が
り
感

染
す
る
の
で
、
空
気
感
染
（
飛
沫

核
感
染
）
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

屋
外
に
出
て
拡
散
し
た
り
、
紫
外

線
に
当
た
っ
た
り
す
る
と
、
急
速

に
感
染
力
を
失
い
ま
す
。 

 

　感
染
と
発
症 

　
結
核
に
感
染
（
菌
が
体
の
中
に

入
り
込
み
定
着
す
る
こ
と
）
し
て

も
、
必
ず
発
病
（
病
気
と
し
て
症

状
が
出
て
く
る
こ
と
）
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
は
体
の

免
疫
機
能
が
働
い
て
、
結
核
菌
の

増
殖
を
抑
え
込
み
ま
す
。
し
か
し
、

結
核
菌
は
強
い
菌
な
の
で
、
体
内

で
冬
眠
状
態
に
な
っ
て
生
き
残
り

ま
す
。
そ
し
て
、
高
齢
や
糖
尿
病

な
ど
で
免
疫
力
が
低
下
す
る
と
、

再
び
増
殖
を
始
め
て
発
病
し
ま
す
。

感
染
し
て
か
ら
二
年
以
内
に
発
病

す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

そ
の
期
間
を
過
ぎ
て
も
、
結
核
菌

は
体
内
で
「
冬
眠
状
態
」
と
な
っ

て
生
き
続
け
ま
す
。
免
疫
力
が
落

ち
る
と
、
た
と
え
何
十
年
後
で
も

発
病
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
高
齢
者
に
結
核
発
病
が
多
く
み

ら
れ
る
の
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ

る
も
の
で
す
。
感
染
し
て
も
発
病

す
る
の
は
十
人
に
一
人
程
度
で
、

日
頃
か
ら
十
分
な
健
康
管
理
を
し

て
い
れ
ば
、
一
生
発
病
し
な
い
可

能
性
が
高
い
の
で
す
。 

　
次
号
で
は
、
症
状
や
治
療
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

       

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
☎
六
二
―
三
一
一
一 

「後期高齢者医療制度」のお知らせ 
Vol . 4　年に１度は健診を受けましょう 

　後期高齢者医療制度の加入者の方は、居住

する市町村で実施する「健康診査」を無料で

受診することができます。 

　健康診査は、生活習慣病等の早期発見及び

重症化予防のため、年に１回行われる貴重な

機会です。  

　実施時期は村からご案内しますので、詳し

くは住民福祉課健康介 

護班にご確認ください。 

　自分の健康を守るた 

めに、ぜひ健康診査を 

受診しましょう。 

◇問い合わせ先 
　住民福祉課福祉保険班　☎６４－１４７２ 

　最近、村内の水道の配水量が増加していて、各家

庭での漏水が原因のひとつと考えられます。 

　もしも、宅内で漏水している場合、水道料金が高

額になる可能性があります。各家庭の水道メーター

で確認をお願いします。 

 

　　　　　漏水を確認しましょう 
　家中の蛇口を全部閉めても、水道メーターのパイ

ロットマークが回っていれば漏水信号です。漏水を

発見した場合は、至急、村指 

定給水装置工事店に修理を依 

頼してください。 

お宅の水道、漏水していませんか？ 

　漏水が少量の場合、パイロッ 
トマークはゆっくりと回ります。 
見落とさないように！！ 

CHECK

パイロットマーク 

水道メーター 
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近

　
美

里
さ
ん 

（
関
川
中
学
校
２
年
・
辰
田
新
） 

　関川中学校が取り組んでいる「いじめに立ち

向かおうプロジェクト」で中心となった、生徒

会副会長の近美里さんにお話をお聞きしました。 

 
―今年で４回目となる「いじめに立ち向かおう

　プロジェクト」。これからの課題や目標は？ 

　いじめに立ち向かおうプロジェクトを通して、

全校生徒の意見や考え方が変わり、いじめをな

くそうという意識が高まり、いじめがなくなる

ことが目標です。 

―生徒集会で問題提起した自作ビデオでは、い

　じめの加害者役を演じていましたが、どのよ

　うな気持ちでしたか？ 

　実際演じている時は、被害者の気持ちを考え

たりしませんでした。しかし、完成したビデオ

を見てみると「ひどいことをしている」と感じ

ました。加害者役を演じることで、いじめを受

けている被害者の気持ちを誰よりも深く考えら

れたので、とても良い経験になりました。 

―他に夢中になっているものは？ 

　部活動です。私はバレーボール部に所属して

いて、県大会出場が目標です。バレー部は10

人と人数は少ないですが、これからも日々の努

力を積み重ねて頑張りたいです。 

―それでは将来の夢は？ 

　将来の夢は看護師になることです。困ってい

る人や助けを求めている人を救えたらいいなと

思っています。そのためには、今後必死に勉強

しなければなりません。自分の夢をつかむため、

夢の実現に向けて頑張りたいです。 

み
　
　

さ
と 

　
県
福
祉
保
健
部
障
害
福
祉
課
で

募
集
し
た
「
発
達
障
害
へ
の
理
解

と
支
援
を
広
げ
る
た
め
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
」
に
、
渡
邉
司
さ
ん
（
上

関
・
新
潟
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
）

の
作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。 

　
渡
邉
さ
ん
は
「
発
達
障
害
の
方

た
ち
を
支
え
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で

制
作
し
ま
し
た
。
発
達
障
害
の
方

を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
手
を
握

り
合
う
こ
と
で
協
力
し
、
と
も
に

歩
ん
で
い
こ
う
と
い
う
意
味
も
あ

り
ま
す
」
と
、
作
品
に
つ
い
て
話

し
て
い
ま
し
た
。 

　
作
品
は
、
今
後
、
発
達
障
害
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
グ
ッ
ズ
作
成
、

広
報
等
で
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

シンボルマーク 

最優秀賞を受賞 

＊作品はカラーです 

　図書室では、今までに約450冊の本が行方不明にな

っています。また、約200冊が返却期限を過ぎても貸

し出されたままとなっています。 

　下のようなバーコードと、背表紙に請求記号の記さ

れたシールが貼ってある本は、図書室の本です。 

（番号はそれぞれ違います） 

　このような本が、もしご家庭にありましたら、村民

会館入口の返却ボックス（無人）、もしくは図書室カウ

ンターで返却を 

お願いします。 

　一度貸し出した記録は、 

返却されるまで残り続け 

ます。返却期限が何年過 

ぎていても構いませんの 

で、皆さんのご協力をお 

願いします。 

お家に眠っていませんか？ 

図 書 室 の 本 
～本の返却にご協力ください～ 

返却ボックス 

発達障害への 
　　　理解と支援 

「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
」 

は
お
休
み
し
ま
す 

＊
今
月
の
「
健
康
せ
き
か
わ

　
21
い
き
い
き
ラ
イ
フ
」
は
、

　
お
休
み
し
ま
す
。
ご
了
承

　
く
だ
さ
い
。 
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　新しい季節に向けて、色々な準備に忙しい毎日を過ごされている方もいるのではないでしょうか。

３月は別れと旅立ちのとき…。でもその先には、新しい出会いと希望に満ちた明日が待っています。 

「植物図鑑」 
有川浩　作　９１３ア 

　小学校ってどんなところ？何が
あるの？みんなで学校探検にでか
けよう！学校の楽しさを伝える大
型ガイド絵本。春から１年生のよ
みきかせにぴったり！！ 

　ちょっとドジな主人公が、ある日
道端で拾ったイケメン草食系男子。
楽しくておいしい道草がやがて二人
の恋になる。有川流、砂糖多めの最
強恋愛小説。野草料理レシピ付。 

「いちねんせいのがっこうたんけん」 
おかしゅうぞう作　Eフ 

　
二
月
一
日
、
「
第
十
九
回
村
民

綱
引
き
大
会
」
が
村
民
会
館
ア
リ

ー
ナ
で
開
か
れ
、
一
般
の
部
十
五

チ
ー
ム
、
小
学
生
の
部
九
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
全
五
十
七
試
合
の
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
試
合
形
式
は
全
て
一
本
引
き
で
、

予
選
リ
ー
グ
上
位
四
チ
ー
ム
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
優
勝
し
た
の
は
川
北
和
楽
。

圧
倒
的
な
力
を
見
せ
つ
け
、
三
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小

学
生
の
部
で
も
川
北
フ
ァ
イ
ナ
ル

ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
が
頂
点
に
立
ち
ま

し
た
。 

■
一
般
の
部 

▽
優
　
勝
　
川
北
和
楽 

▽
準
優
勝
　
和
楽
分
家
（
川
北
） 

▽
第
三
位
　
レ
ッ
ド
ブ
ル
九
ケ
谷 

▽
　
同
　
　
川
北
美
女
と
野
獣 

■
小
学
生
の
部 

▽
優
　
勝
　
川
北
フ
ァ
イ
ナ
ル
ビ

　
　
　
　
　
ク
ト
リ
ー
ズ 

▽
準
優
勝
　
女
川
小
引
屋
jr
Ｂ 

▽
第
三
位
　
安
角
ゴ
ー
ル
ド
ホ
ー

　
　
　
　
　
ク
ス 

▽
敢
闘
賞
　
ザ
・
ガ
ブ
ラ
ッ
チ
ョ

　
　
　
　
　
ボ
ン
バ
ー
ズ
ラ
ス
ト

　
　
　
　
　
フ
ァ
イ
ナ
ル（
関
小
） 

川北強し！！上位を独占 
第19回 村民綱引き大会 

13（土） 

20（土） 

　　 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 
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随
想
リ
レ
ー 

72

見 原　恵 先生 
（関小学校　５年担任） 

４月１日号は、丹 後 直 子先生（関川中）に 

バトンタッチ！ 

　
「
先
生
の
う
ち
っ
て
動
物
何
を
飼
っ
て
い
る

の
？
」
「
え
ー
と
、
犬
が
二
匹
で
し
ょ
。
フ
ェ

レ
ッ
ト
が
二
匹
で
し
ょ
。
そ
れ
か
ら
ハ
ム
ス
タ

ー
が
二
匹
か
な
」 

　
と
に
か
く
動
物
が
大
好
き
で
、
幼
い
頃
か
ら

い
つ
も
犬
や
猫
が
そ
ば
に
い
た
。 

　
小
学
生
の
頃
は
、
何
か
嫌
な
こ
と
が
あ
る
と

犬
小
屋
に
入
り
、
じ
っ
と
し
て
い
た
。
そ
ん
な

時
、
愛
犬
は
心
配
そ
う
に
私
の
顔
を
の
ぞ
き
込

み
、
顔
を
な
め
て
く
れ
た
。 

　
中
学
生
の
頃
は
、
二
段
ベ
ッ
ド
の
上
で
愛
犬

と
一
緒
に
寝
て
い
た
。
私
が
起
き
る
ま
で
、
身

動
き
せ
ず
に
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。 

　
大
学
生
の
頃
は
、
友
人
と
借
り
て
い
た
ア
パ

ー
ト
で
猫
を
飼
っ
て
い
た
。
友
人
の
愛
称
「
チ

ャ
コ
」
と
私
の
名
前
の
一
文
字
を
と
り
、
『
チ

ャ
メ
』
と
名
付
け
、
二
人
の
ア
イ
ド
ル
だ
っ
た
。 

　
そ
し
て
、
教
員
に
な
っ
て
か
ら
は
教
室
や
家

で
ハ
ム
ス
タ
ー
を
飼
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
度

で
十
四
匹
の
出
産
に
、
頭
を
抱
え
た
こ
と
も
あ

る
。
”死

“
と
い
う
悲
し
い
現
実
に
、
学
級
の

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
泣
き
明
か
し
た
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
飼
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。
動
物
か
ら
与
え
ら
れ
る
た
く
さ
ん
の

パ
ワ
ー
、
動
物
か
ら
教
え
ら
れ
る
『
命
』
の
大

切
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
。 

　
現
在
も
教
室
に
、
学
級
で
大
人
気
の
ハ
ム
ス

タ
ー
（
名
前
は
、
ひ
ま
わ
り
）
が
い
る
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
の
一
員
、
学
級
の
仲
間

で
あ
る
動
物
た
ち
と
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
。 

第
22
回

村
民 

　
囲
碁
将
棋
大
会 

第
５
回

ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ 

　
　
村
民
卓
球
大
会 

第
35
回

荒
川
地
区 

　
　
卓
球
大
会 

第
22
回

イ
ン
ド
ア 

　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

■
期
日
　
２
月
11
日 

■
会
場
　
村
民
会
館
休
養
室 

■
結
果
　 

―
将
棋
の
部
― 

▽
優
　
勝
　
中
束
　
光
久（
下
関
） 

▽
準
優
勝
　
八
幡
　
初
男（
八
ツ
口
） 

▽
第
３
位
　
伊
藤
　
昌
義（
下
関
） 

―
囲
碁
の
部
― 

▽
優
　
勝
　
大
沼
　
剛
一（
上
土
沢
） 

▽
準
優
勝
　
熊
谷
　
吉
一（
高
瀬
） 

▽
第
３
位
　
渋
谷
　
鐡
男（
上
関
） 

■
期
日
　
２
月
14
日 

■
会
場
　
村
民
会
館
ア
リ
ー
ナ 

■
結
果
　
※
村
内
の
方
の
み
掲
載 

―
団
体
戦
― 

▽
第
２
位
　
関
川
村
森
林
組
合
Ａ 

―
個
人
戦
― 

小
学
生
の
部 

▽
第
３
位
　
近
　
　
陽
貴（
大
島
） 

▽
　
同
　
　
佐
藤
　
優
太（
大
島
） 

一
般
男
子
Ａ
の
部 

▽
第
２
位
　
内
山
　
　
誠（
大
島
） 

一
般
男
子
Ｂ
の
部 

▽
第
２
位
　
鈴
木
　
利
彦（
蛇
喰
） 

▽
第
３
位
　
船
山
　
利
勝（
勝
蔵
） 

一
般
女
子
Ａ
の
部 

▽
第
３
位
　
伊
藤
　
直
美 

　
　
　
　
　
　
　
　（
田
麦
千
刈
） 

▽
　
同
　
　
伊
藤
　
早
苗 

　
　
　
　
　
　
　
　（
田
麦
千
刈
） 

一
般
女
子
Ｂ
の
部 

▽
第
３
位
　
近
　
　
知
子（
大
島
） 

▽
　
同
　
　
市
井
さ
お
り（
山
本
） 

■
期
日
　
１
月
17
日 

■
会
場
　
荒
川
総
合
体
育
館 

■
成
績 

―
小
学
生
の
部
― 

▽
第
３
位
　
加
藤
　
和
樹（
下
関
） 

■
期
日
　
２
月
18
日 

■
会
場
　
村
民
会
館
ア
リ
ー
ナ 

■
結
果
　 

▽
優
　
勝
　
湯
の
郷
チ
ー
ム 

▽
準
優
勝
　
上
野
チ
ー
ム 

▽
第
３
位
　
下
関
チ
ー
ム 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・干しカブ　30ｇ　・薄揚げ　２枚　・砂糖　小さじ１ 

・しょう油　小さじ２　・酒　大さじ１ 

・だし汁　１カップ 

干しカブ 
（大根の干した物） 

　干しカブは、冬越しの大根を煮て干したものです。

常備の干物として煮物等に入れて食べられています。 

①乾燥した干しカブを水洗いしてから、ぬるま湯に５分

　ほど浸して戻す。水気をよく絞る。（水に長くつける

　と味が落ちる） 

②薄揚げは油抜きして、縦半分に切り、細切りにする。 

③だし汁、酒、砂糖、しょう油を合わせた中に、干しカ

　ブと薄揚げを入れて、味を含ませながら汁気がなくな

　るまで煮る。 

 

※干しカブの作り方 

　冬越しの大根を、薄いいちょう切りか半月切りにし、

水からゆでる。箸が通る位のやわらかさになったらザル

に上げて、天日に干す。べっ甲色になるまでカラカラに

よく干して、缶や冷蔵庫に保存する。 

72 （４人分） 

お
互
い
に
元
気
で
会
い
る
は
幸
せ
と
手
を
振
る
　

須
貝
　
恵
美 

姉
は
母
に
似
て
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

思
い
切
り
背
を
丸
め
て
小
走
り
す
受
け
入
れ
　
　

小
池
　
啓
子 

が
た
き
寒
き
廊
下
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

か
の
頃
の
教
室
の
ご
と
一
斉
に
音
読
を
す
る
　
　

渡
辺
千
恵
子 

古
文
講
座
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

な
に
食
う
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
雪
の
虫
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

残
雪
の
上
急
い
で
通
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

短

　

歌 

２
０
１
０
年

「
ふ
れ
あ
い
の
家
新
春
の
句
」
入
選
作
品 

〈
村
長
賞
〉 

　
こ
れ
か
ら
も
二
人
仲
良
く
ふ
れ
あ
い
へ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
幡
　
リ
ツ
（
下
関
） 

〈
敢
闘
賞
〉 

　
セ
キ
レ
イ
を
今
年
も
見
つ
け
た
も
う
春
だ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
山
　
由
一
（

沼

）

 

　
う
た
唄
い
み
ん
な
に

”ア
ッ
“
と
言
わ
せ
た
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
郁
子
（
朴
坂
） 

　
じ
い
ち
ゃ
ん
と
い
つ
い
つ
ま
で
も
肩
並
べ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
カ
ツ
（
下
関
） 

　
大
雪
だ
言
っ
て
も
う
す
ぐ
春
ら
ん
ら
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
久
　
ト
モ
（
上
野
） 

〈
局
長
賞
〉 

　
も
ち
食
べ
て
お
れ
の
ほ
っ
ぺ
も
か
が
み
も
ち 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
サ
ト
（
下
関
） 

　
寅
年
の
願
い
を
込
め
て
暦
み
る
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
キ
ミ（
蔵
田
島
） 

せ
な 



大 島 彦左ェ門 
　　　　　（上野新在住） 

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
負
け
る
」「
継
ぐ
」 
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我
が
財
布
診
察
券
が
大
威
張
り
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

お
三
時
よ
と
ク
ズ
湯
を
持
ち
て
孫
笑
顔
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

灰
皿
が
ま
だ
燻
っ
て
る
負
け
惜
し
み
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

農
家
継
ぐ
子
供
離
れ
て
過
疎
と
な
る
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

伝
統
の
祭
り
に
見
せ
た
過
疎
の
意
地
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

大
寒
や
目
覚
め
て
先
づ
は
屋
根
を
見
る
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

絡
み
つ
く
箸
に
緑
の
七
日
粥
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

寒
冷
え
も
朝
寝
が
楽
し
む
老
姿
か
な
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

カ
ニ
サ
ボ
テ
ン
そ
こ
の
み
春
の
色
の
あ
り
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

頂
上
に
雲
を
遊
ば
せ
山
眠
る
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

バ
ス
を
待
つ
行
列
続
く
雪
の
朝
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

寝
ね
ぎ
わ
に
夢
か
う
つ
つ
か
咳
払
い
ひ
と
つ
　
　

山
口
　
藤
枝 

聞
き
た
り
亡
夫
の
太
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 

　
農
業
改
良
普
及
員
と
し
て
地
域
の

発
展
に
貢
献
し
た
大
島
彦
左
ェ
門
さ

ん
は
大
正
十
五
年
九
月
十
一
日
関
川

村
上
野
新
に
大
島
鑛
四
の
長
男
と
し

て
生
れ
た
。
昭
和
十
六
年
女
川
尋
常

高
等
小
学
校
を
卒
業
。
高
等
科
在
学

中
、
学
童
相
撲
新
潟
県
大
会
に
先
鋒

と
し
て
出
場
、
準
優
勝
を
果
し
た
。 

　
昭
和
十
八
年
十
二
月
新
潟
県
立
新

発
田
農
学
校
卒
業
。
昭
和
十
九
年
九

月
、
現
役
志
願
に
よ
り
千
葉
習
志
野

戦
車
隊
に
入
隊
。
さ
ら
に
昭
和
二
十

年
八
月
教
育
隊
に
入
隊
。
終
戦
に
よ

り
昭
和
二
十
年
九
月
復
員
し
た
。 

　
戦
後
食
料
危
機
へ
の
対
策
と
し
て

昭
和
二
十
三
年
農
業
改
良
助
長
法
が

制
定
さ
れ
、
農
林
省
農
業
改
良
局
の

管
轄
下
に
農
業
改
良
普
及
制
度
が
生

ま
れ
た
。
そ
の
仕
事
を
す
る
改
良
普

及
員
を
都
道
府
県
の
職
員
と
し
て
配

置
。 

　
大
島
彦
左
ェ
門
さ
ん
は
昭
和
二
十

五
年
普
及
員
に
採
用
さ
れ
関
谷
地
区

農
業
改
良
普
及
事
務
所
に
勤
務
。
昭

和
三
十
年
荒
川
と
関
谷
事
務
所
の
統

合
に
よ
り
荒
川
農
業
改
良
普
及
所
と

な
り
、
引
き
続
き
関
川
村
の
担
当
と

し
て
稲
作
を
は
じ
め
農
業
技
術
と
農

業
経
営
の
指
導
に
尽
力
し
た
。
昭
和

二
十
五
年
頃
の
草
創
期
で
は
緑
の
自

転
車
に
乗
り
な
が
ら
「
保
温
折
衷
苗

代
」「
二
、
四
―
Ｄ
」「
改
良
か
ま
ど
」

な
ど
ム
ラ
か
ら
ム
ラ
へ
直
接
農
家
に

接
し
な
が
ら
新
し
い
農
業
技
術
の
普

及
や
農
家
生
活
の
改
善
に
あ
た
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
か
ら
三
十
一
年
頃
ま

で
は
食
料
増
産
運
動
の
最
中
で
、
農

業
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
次 

々
に
開
発
さ
れ
る
新
し
い
品
種
や
農

薬
、
肥
料
、
農
機
具
な
ど
新
し
い
技

術
の
普
及
に
日
夜
休
み
な
く
活
動
を

続
け
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
時
期
、
各
地
区
に
四

Ｈ
ク
ラ
ブ
や
農
事
研
究
会
の
育
成
に

努
め
た
。
特
に
、
朴
坂
四
Ｈ
ク
ラ
ブ

や
上
関
の
一
歩
会
（
農
事
研
究
会
）

は
活
発
に
活
動
し
た
。
朴
坂
四
Ｈ
ク

ラ
ブ
は
実
績
研
究
発
表
会
に
出
場
し
、

日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。 

　
昭
和
三
十
八
年
、
岩
船
農
業
改
良

普
及
所
に
転
勤
、
そ
の
後
水
原
（
四

一
〜
四
四
）
、
新
発
田
（
四
四
〜
四

七
）、
岩
船
（
四
八
〜
五
五
）、
水
原

（
五
五
〜
五
九
）
の
各
普
及
所
に
勤

務
し
昭
和
五
十
九
年
に
退
職
し
た
。

一
貫
し
て
地
域
農
業
の
発
展
、
農
村

生
活
の
向
上
、
担
い
手
育
成
な
ど
の

た
め
に
常
に
現
場
優
先
の
普
及
活
動

に
徹
し
た
。
な
お
荒
川
普
及
所
在
職

中
、
県
立
村
上
高
校
関
川
分
校
で
農

業
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
、
働
学
青

年
の
指
導
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
農
事
通
信
員
に
選
ば
れ
、
農

村
の
話
題
を
四
年
間
に
わ
た
っ
て
提

供
し
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
昼
の
い
こ
い
」

で
放
送
さ
れ
た
。 

　
退
職
後
、
女
川
農
協
の
営
農
指
導

員
を
は
じ
め
公
民
館
運
営
審
議
会
委

員
（
兼
社
会
教
育
委
員
）
や
区
長
を

務
め
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
。 

　
平
成
十
一
年
八
月
、
教
育
刷
新
、

文
化
向
上
の
功
労
に
よ
り
関
川
村
か

ら
自
治
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。 

○
大
島
家
の
系
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ハルリンドウ 

　リンドウと言えば秋の代表的な花ですが、この
花は名のとおり春（ハル）に咲くリンドウです。
本州・四国･九州の日当たりの良い、やや湿った
山地や湿地帯に分布し、変異種のタテヤマリンド
ウが中部以北の日本海側多雪地帯から北海道の高
山に分布していて、生息地を住み分けています。
よく似た春咲きリンドウのフデリンドウは、根出
葉が小さく、ロゼット状にならないこと、また、
同じ春咲きリンドウのコケリンドウは、より小型
で、がく片が反り返らないことで区別できます。 
栽培方法　ハルリンドウは２年草で、
山野草店では花の付いた２年生のも
のを入手します。翌春は種を蒔かな
いと発芽しないので、多くの山野草
が多年草なことから、較べて毎年花
を咲かせるのは困難になります。そ
の点、２年目の花を栽培するのはや
さしいので、１年草のようにその年
限りの花を楽しむ気持ちで見るほう
が良いでしょう。早春に咲く花で、
残雪の間から顔を出すほどで、日光
を受けると開花して夕方には閉じて
しまいます。春のやさしい日差しで
一瞬開花するので、大変かわいらし
く見える花ですよ。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

加藤和泰さん　亜由美さん（内須川） 

　ちょっぴりオマセな日和は「お嫁さんになるために！」と修業（？！）

をしています。対称的にやんちゃ三昧の暖大は、毎日戦いごっこで体を

鍛えています。二人がいてくれるおかげで家族みんな楽しい毎日です。 

　これからも家中をにぎやかにして、みんなに幸せを運んでください。 

今月号の表紙写真は、２月10日に行わ

れた路線バス通学の試験乗車時の１枚を

掲載しました。私は、女川路線に同乗し

て取材をしたのですが、普段なかなか乗

る機会がない路線バス乗車のせいか、子

どもたちの表情はいきいき―。とても楽

しそうだったので、そのようすを撮影し

たものです。４月からは、いよいよ関川

小学校の開校ですね。　　　　　（つ） 

●１月16日～２月15日までの届出● 

平成22年１月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,058世帯（＋２） 
総 人 口　　6,775　人（－11） 
　 男 　　　3,243　人（－６） 
　 女 　　　3,532　人（－５） 

転入　５人　　転出　５人 

出生　１人　　死亡　12人 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

佐藤トラエ　さん　　89歳　　湯　沢 

渡邉　アイ　さん　　88歳　　湯　沢 

橋　　一　さん　　85歳　　蛇　喰 

三科　喜作　さん　　81歳　　高　田 

吉田　良雄　さん　　80歳　　大　島 

船山　與作　さん　　84歳　　鮖　谷 

渡 　正昭　さん　　56歳　　上　関 

佐藤　サト　さん　　77歳　　大　島 

菅沼キクノ　さん　　93歳　　中　束 

　横　山　正　明　さん　　久　保 
（橋　本）和　美　さん（新潟市北区） 

お誕生おめでとうございます 

哩玖斗ちゃん（男）　下　関 

　　　　　　山本　繁・知春さん 

　り　く　と 

  ひ   よ   り 

  ひ   な   た 

日  和 ちゃん（５歳） 

暖  大 ちゃん（３歳） 


